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自
転
車
は
、
原
則
と
し
て
車
道

の
左
側
を
走
行
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
市
民
へ
の
周
知
が
徹

底
さ
れ
て
お
ら
ず
、
交
通
ル
ー
ル

の
認
識
不
足
に
よ
る
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
近
隣
市
で
は
、
大

和
市
が
自
転
車
通
行
帯
の
整
備
を

行
っ
て
お
り
、
座
間
南
林
間
線
の

行
政
界
ま
で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
市
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
本
市
側
の
当
該
路
線
整
備
を

当
局
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
、
行
政

界
か
ら
続
け
て
整
備
を
進
め
る
と

の
回
答
を
頂
き
ま
し
た
が
、
今
後

の
更
な
る
自
転
車
通
行
帯
の
整
備

に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
５
月
、
神
奈
川
県

交
通
安
全
対
策
協
議
会
は
、
本
市

を
自
転
車
事
故
多
発
地
域
と
指
定

し
ま
し
た
。
６
月
に
は
悪
質
な
自

転
車
運
転
者
に
対
し
、
厳
罰
化
を

明
確
に
し
た
改
正
道
路
交
通
法
も

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

自
転
車
の
マ
ナ
ー
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
今
日
、
中
学
生
や
大
人
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
小
さ
い
子
供

た
ち
、
特
に
小
学
校
低
学
年
か
ら

自
転
車
教
育
を
実
施
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

今
後
、
自
転
車
利
用
環

境
創
出
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
の
策

定
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
長　

小
学
校
３
年
生
ま
で

は
、
公
道
で
の
乗
車
は
し
な
い
よ

う
指
導
を
し
て
い
ま
す
が
、
教
育

用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
等
が
で
き
る
か

を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
包
括ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

　

▽
５
月
29
日　

開
会
、
会
期
決

定
、
会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議

案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委

員
会
付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、

議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
総
括
質

疑
・
委
員
会
付
託
、
請
願
及
び
陳

情
上
程
・
委
員
会
付
託
、
報
告
上

程
・
質
疑
、
議
員
提
出
議
案
上
程
・

（
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
・

討
論
）
省
略
・
採
決

　

▽
６
月
５
日　

一
般
質
問

　

▽
６
月
８
日　

一
般
質
問

　

▽
６
月
９
日　

一
般
質
問
、
議

案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委

員
会
付
託

　

▽
６
月
22
日　

委
員
会
審
査
報

告･

質
疑
・
討
論
・
採
決
、
継
続

審
査
案
件
上
程
、
基
地
対
策
特
別

委
員
会
中
間
報
告
・
質
疑
、
議
会

改
革
特
別
委
員
会
中
間
報
告
・
質

疑
、
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質

疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・

採
決
、
報
告
上
程
・
質
疑
、
陳
情

上
程
・
委
員
会
付
託
、
議
員
派
遣
、

議
員
提
出
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・

質
疑
・
委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・

採
決
、
議
員
提
出
議
案
上
程
・（
提

案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

省
略
・
討
論
・
採
決
、
議
員
提
出

議
案
上
程
・（
提
案
説
明
・
質
疑
・

委
員
会
付
託
・
討
論
）
省
略
・
採

決
、
閉
会

　

な
お
、
質
疑
、
討
論
、
総
括
質

疑
は
、
次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

議
案
第
44
号
～
第
46
号
に
対
す

る
質
疑
（
５
月
29
日
）

　

守
谷
浩
一
（
日
本
共
産
党
）、

安
海
の
ぞ
み
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）、

沖
永
明
久
（
会
派
に
所
属
し
な
い

議
員
）

　

議
案
第
44
号
に
対
す
る
討
論

（
５
月
29
日
）

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
所
属
し
な

い
議
員
）

　

総
括
質
疑
（
５
月
29
日
）

　

松
橋
淳
郎
（
ざ
ま
大
志
会
）、

星
野
久
美
子
（
日
本
共
産
党
）

　

報
告
第
２
・
第
３
号
に
対
す
る

質
疑
（
５
月
29
日
）

　

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）、

沖
永
明
久
（
会
派
に
所
属
し
な
い

議
員
）

　

討
論
（
６
月
22
日
）

　

伊
藤
正
（
新
政
い
さ
ま
）、
安

田
早
苗
（
公
明
党
）、
守
谷
浩
一

（
日
本
共
産
党
）、
松
橋
淳
郎
（
ざ

ま
大
志
会
）

　

報
告
第
４
号
に
対
す
る
質
疑

（
６
月
22
日
）

　

安
海
の
ぞ
み（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）

　

議
員
提
出
議
案
第
11
号
に
対
す

る
質
疑
（
６
月
22
日
）

　

荻
原
健
司
（
新
政
い
さ
ま
）

　

議
員
提
出
議
案
第
12
号
に
対
す

る
討
論
（
６
月
22
日
）

　

上
沢
本
尚
（
公
明
党
）、
沖
永

明
久
（
会
派
に
所
属
し
な
い
議

員
）、
長
谷
川
光
（
新
政
い
さ
ま
）

荻
原　

健
司　
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

沖
本　

浩
二　
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

中
澤　

邦
雄　
議
員
《
日
本
共
産
党
》

佐
藤　

弥
斗　
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

吉
田　

義
人　
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

星
野　

久
美
子　
議
員
《
日
本
共
産
党
》

自
転
車
事
故
の安

全
対
策
を
急
げ
！

　

本
市
で
は
、
仲
よ
し
小
道
の
安

全
性
に
つ
い
て
、
相
模
が
丘
地
域

内
に
お
け
る
市
道
と
の
各
交
差
点

の
カ
ラ
ー
舗
装
、
飛
び
出
し
防
止

対
策
と
し
て
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
設

置
、
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
ざ
ま
り
ん
を
あ
し
ら
っ
た
飛
び

出
し
注
意
看
板
の
設
置
な
ど
計
画

段
階
か
ら
地
域
住
民
と
綿
密
な
協

議
を
し
、
完
成
後
も
必
要
に
応
じ

て
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
信
号
機
や
横
断
歩
道

ま
で
の
移
動
の
不
便
さ
な
ど
か
ら
、

管
理
を
委
託
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
方
が
維
持
管
理
活
動
を
行

う
際
、
信
号
機
も
横
断
歩
道
も
設

置
さ
れ
て
い
な
い
県
道
51
号
線
の

横
断
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
状

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
踏
切
際
に
設
置
さ
れ
て

仲
よ
し
小
道
の

さ
ら
な
る
安
全
性
の
確
保
を
！

い
る
小
さ
な
広
場
の
テ
ラ
ス
で
今

後
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
た

場
合
、
さ
ら
な
る
横
断
歩
行
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

大
小
問
わ
ず
事
故
が
起
こ
る
前
の

対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
考
え
ま
す

が
、
当
局
の
見
解
を
お
示
し
く
だ

さ
い
。

　

都
市
部
長　

県
道
51
号
線
の
横

断
に
つ
い
て
、
道
路
交
通
管
理
者

で
あ
る
座
間
警
察
署
と
協
議
し
た

と
こ
ろ
、
近
接
す
る
既
存
の
横
断

歩
道
や
信
号
機
を
移
設
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
り
、
移
設
先
の
位
置

等
に
つ
い
て
地
域
住
民
の
意
見
を

集
約
し
た
上
で
、
道
路
交
通
管
理

者
へ
申
し
出
て
い
た
だ
き
た
い
と

の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
が
２
０
１
４
年
に

１
７
４
２
自
治
体
に
行
っ
た
小
児

医
療
費
助
成
の
調
査
で
は
、
通
院

で
中
学
校
卒
業
ま
た
は
そ
れ
以
上

ま
で
助
成
す
る
自
治
体
は
１
１
３

４
市
区
町
村
、
全
体
の
65
％
に
上

り
ま
す
。
ま
た
、
８
割
近
い
１
３

７
３
の
市
区
町
村
が
所
得
制
限
を

設
け
て
お
ら
ず
、
拡
充
が
広
が
っ

た
背
景
に
は
、
少
子
化
へ
の
危
機

感
や
地
域
間
競
争
が
あ
る
も
の
と

新
聞
は
伝
え
て
い
ま
す
。
県
内
で

は
中
学
校
卒
業
ま
で
を
対
象
と
し

て
い
る
市
町
村
は
10
自
治
体
で
す
。

人
口
問
題
を
考
え
た
と
き
に
助
成

制
度
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
子
育

て
世
代
へ
の
支
援
と
し
て
、
大
変

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

本
市
の
人
口
は
前
年
同
時
期
と
比

べ
る
と
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
中

学
校
卒
業
ま
で
小
児
医
療
費
助
成

が
あ
る
近
隣
３
市
、
厚
木
市
、
大

和
市
、
海
老
名
市
で
は
増
加
し
て

い
ま
す
。
小
児
医
療
費
助
成
の
制

度
だ
け
が
人
口
増
加
の
要
因
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
き
な
要
素
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

小
児
医
療
費
助
成
の
対
象
を
中

学
校
卒
業
ま
で
に
拡
大
す
る
考
え

が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

本
市
が
小
児
医
療
費
助

成
を
中
学
３
年
生
ま
で
に
し
た
と

し
て
も
こ
こ
で
差
が
つ
か
な
け
れ

ば
、
ま
た
背
伸
び
合
戦
が
始
ま
り

ま
す
。
本
来
は
国
が
や
る
べ
き
施

策
を
国
に
求
め
つ
つ
、
財
源
に
優

先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

仲
よ
し
小
道
（
市
道
13
号
線
）

の
小
松
原
、
ひ
ば
り
が
丘
、
東
原

に
か
け
て
の
桜
並
木
沿
い
の
延
長

約
３
㎞
に
及
ぶ
歩
道
等
の
整
備
に

関
わ
る
事
業
と
し
て
、
基
本
構
想

策
定
の
委
託
料
が
予
算
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
内
容
を
伺
い
ま
す
。

　

東
原
の
桜
並
木
部
分
の
道
路
の

幅
員
は
19
ｍ
と
広
く
、
こ
れ
は
戦

前
に
相
模
高
座
海
軍
工
廠
の
中
央

の
道
路
で
あ
り
、
製
造
し
た
飛
行

機
の
滑
走
路
兼
用
と
し
た
た
め
で

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
、

小
児
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
！

仲
よ
し
小
道（
桜
並
木
）

基
本
構
想
策
定
に
つ
い
て

す
。
こ
の
道
路
沿
い
に
は
昭
和
28

年
、
畑
地
か
ん
が
い
用
水
路
の
西

幹
線
が
完
成
し
、
こ
れ
を
祝
い
地

域
の
農
家
の
人
た
ち
が
桜
の
木
を

植
え
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
45
年
に
東
原
保
育
園
、
同

47
年
に
東
中
学
校
、
同
48
年
に
東

原
小
学
校
、
同
49
年
に
東
原
児
童

館
や
国
道
２
４
６
号
バ
イ
パ
ス
の

一
部
開
通
、
同
50
年
に
は
さ
が
み

野
駅
開
業
な
ど
の
整
備
が
進
み
、

そ
し
て
、
地
域
の
自
治
会
連
合
は

畑
か
ん
用
水
路
の
整
備
を
陳
情

し
、
昭
和
51
年
、
県
が
仲
よ
し
小

道
事
業
と
し
て
整
備
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
の
重
み
を

生
か
し
、
ま
た
、
花
の
街
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
人
の
意
見
も
生
か

し
、
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸

成
の
核
と
な
る
緑
道
の
再
生
整
備

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
畑
地
か

ん
が
い
用
水
路
の
歴
史
的
経
緯
や

桜
の
あ
り
方
、
地
域
の
人
の
意
見

も
取
り
入
れ
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
に
つ

い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
県
内
で

は
５
市
５
町
で
１
０
０
％
を
示
す

と
こ
ろ
が
あ
る
中
、
本
市
は
42
・

７
％
と
県
内
最
低
で
あ
り
ま
す
。

組
織
率
は
「
管
内
世
帯
数
」
分
の

「
組
織
さ
れ
て
い
る
地
域
の
世
帯

数
」
で
表
さ
れ
ま
す
が
、「
組
織

さ
れ
て
い
る
地
域
の
世
帯
数
」
の

定
義
と
は
な
に
か
、
そ
の
定
義
の

と
ら
え
方
を
本
市
は
誤
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
誤
っ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
直
ち
に
組
織

率
を
修
正
し
県
に
報
告
す
る
な
ど

早
急
な
対
応
を
求
め
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
民
部
長　

本
市
は
、
市
内
自

主
防
災
組
織
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
数
を
報
告
し
て
い
ま
し
た
が
、

改
め
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
「
組
織

さ
れ
て
い
る
地
域
の
世
帯
数
」
と

は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
防
災
組

織
が
活
動
範
囲
と
し
て
い
る
地
域

の
全
世
帯
数
」
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。
災
害
時
の
活
動
実
態
を
示

す
数
値
と
し
て
は
本
市
の
と
ら
え

方
が
よ
り
実
践
的
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
が
、
早
急
に
県
へ
報
告

し
調
整
を
図
る
と
と
も
に
、
今
年

度
の
報
告
か
ら
是
正
し
た
組
織
率

の
数
値
に
し
ま
す
。

【
再
質
問
】
実
践
的
な
組
織
率
の

考
え
方
に
は
賛
同
し
ま
す
。
国
の

定
義
に
基
づ
い
た
組
織
率
を
明
ら

か
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
部
長　

組
織
率
は
、
平
成

27
年
４
月
１
日
現
在
で
93
・
７
６

％
に
な
り
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
を
問
う

　

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、

国
で
は
平
成
37
年
度
を
め
ど
に
30

分
以
内
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

え
る
日
常
生
活
圏
域
（
中
学
校
区

単
位
）
で
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
向
け
、
市
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

市
民
の
役
割
を
整
理
し
、
各
地
域

の
社
会
資
源
を
把
握
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
実
情
に
合
わ
せ
た
コ
ー
デ
ィ

（
５
面
へ
続
く
）


